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広報アウトリーチ室
Outreach and Public Relations Office

アウトリーチ（Public Outreach）とは，「研究開発を行う
機関が一般社会に赴いて教育・普及・啓発等の働きかけを行
うこと」を意味します．地震研究所では，この活動を組織的
かつ効率的に行うため，平成15年（2003年）にアウトリーチ
推進室を設けました（2010年に広報アウトリーチ室に改称）．

その理念は，①一般市民や自治体等へ研究成果やその知見
を普及・啓発・広報する，②教育や研究ニーズを把握し，そ
れに基づく研究計画の策定を検討することです。具体的には
次のような活動を展開しています．
１）Web サイト・報道機関を通した広報活動

�　地震研究所の研究活動や教育活動に関する情報を Web
サイト・パンフレット・広報誌等を通じて紹介していま
す（図１）．重要な調査観測や研究成果については Web サ
イトに掲載するほか，プレスリリースを行うなど，一般の
方へ広く伝わるよう情報発信をしています．また，地震・
火山に関する研究を理解してもらうための動画を作成し
て YouTube に公開しています．地震・火山防災の担当者
や報道関係者に，地震・火山に関する研究の動向等を紹介
するとともに，関係者との意思疎通の促進を図るため，懇
談会を開催しています（図２）．2020年より，地震・火山
噴火予知研究協議会が主催する「地震・火山噴火予測研究
のサイエンスカフェ」に協力しています．2023年には、関
東地震100年の節目として、地震波形記録の大型パネルや、
波形をあしらった非常食缶詰などを製作しました。また特
設 Web サイトを立ち上げ，関連行事の案内，地震研に保
管する波形記録や地震計，記念グッズなどを紹介しました。

２）取材・問合せ対応
�　地震・火山に関する取材や一般からの問合せ、見学や講
義希望に対して、専用のメールアドレスにより対応してい
ます。

３）公開講義等の普及・啓発活動
�　地震・火山に関する研究の最先端やその魅力を伝えるた
め，一般公開，施設見学会などを開催しています．また，
自治体や教育機関等からの講演依頼，地震研究所の見学 ･
講演依頼等も対応しています（図３）．国内外の学会にブー
スを出展し，地震研究所の研究を国内外の研究者・学生に
紹介しています（図４）．

In viewing the importance of our mission to feedback our 
research products to many people, we have been carrying out 
various outreach activities. The Public Outreach Office was first 
established in 2003 and was renamed as Outreach and Public 
Relations Office in 2010. Our main roles are to make the public 
outreach more effective and systematic, and to grasp public needs 
to research activities and reflect them to our research projects. In 
order to accomplish them, the office has been promoting (1) public 
relations through the web site, publication, and the media, and (2) 
public education through open house and public seminar. After the 
spread of COVID-19, we resumed accepting in-person lab tours 
and lectures to visitors from high schools, etc.

図１　�地震研究所の最新の研究を紹介する広報誌「ニュースレタープラス」
‘News Letter Plus’, introducing our research activities.

図３　�高校生に対する講義・ラボツ
アーを実施しています．

We accept visitors from students, etc. 
for outreach lectures and laboratory 
tours.

図４　�日本地震学会秋季大会などに出
展しています．

Exhibit booth at scientific meetings 
(Seismological Society of Japan, etc.). 

図２　�報道関係者等を対象とする懇談の場を開催しています．2020年４
月以降からオンラインで開催していましたが，2024年にはハイブ
リッドでの開催に移行しました．

Open lectures for media and public are held online and in-person
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教育とセミナー
Education and Seminars

大学院生 大学院研究生 本所研究生 学振特別研究員 外国人研究員 受託研究員及び
外来研究員等

Graduate
Students

Research
Students of 
Graduate
School

Research
Students of

ERI

JSPS
Research
Fellows

Foreign
Research
Fellows

Adjunct
Research
Fellows

平成27年度　2015 81 6   2 7 52 48

平成28年度　2016 85 3   1 5 51 44

平成29年度　2017 83 3   2 3 64 46

平成30年度　2018 78 2   4 6 53 53

令和元年度　2019 65 2   5 3 70 57

令和２年度　2020 60 5   5 4   7 50

令和３年度　2021 67 1   7 3 25 57

令和４年度　2022 61 2 13 7 45 49

令和５年度　2023 71 4 16 6 50 42

令和６年度　2024 60 0 13 6 43 60

表    大学院生および研究員等 Table  Number of Students and Research Fellows

理学系研究科，工学系研究科，学際情報学府，情報理工学系
研究科における教育・研究

地震研究所は，本学理学系研究科地球惑星科学専攻，工学
系研究科社会基盤工学専攻および建築学専攻，学際情報学府，
情報理工学系研究科数理情報学専攻からの大学院生・研究生
を受入れており，地震研究所の教員はそれぞれの専攻の教員
として，多くの講義や研究指導など大学院教育を受け持って
いる．理学系研究科国際卓越大学院（GSGC）にも参加し， 
一部の大学院生は GSGC コースに所属している．また，地
震研究所独自に研究生を受け入れており，各研究科の大学院
生・研究生と同様の教育・研究指導を行っている．そのほか，
学術振興会特別研究員，外国人研究員，受託研究員等を受け
入れている．

教養学部前期課程（駒場）における教育
教養学部前期課程の１，２年生に対して開講している「全

学体験ゼミナール」等は，高校卒業程度の知識を有した学生
に対して，地震学や火山学に対する興味をおこさせ，自然現
象を体験的に理解させる絶好の機会として捉え，基礎的講義
と野外実習をセットにした形式で実施している．また，初年
次ゼミナールや総合科目においても講義を実施している .

談話会・金曜日セミナー
地震研究所では，毎月１回第３金曜日に，「談話会」とい

う名称で公開の研究発表会を行っている．また，不定期の金
曜日には，所内外の最先端の研究者を招いた「金曜日セミ
ナー」や，新任教員による「着任セミナー」が開かれている．
新型コロナウィルス感染拡大により，2020年４月以降は談話
会やセミナーはオンラインやハイブリッドで行っている．そ
のため，海外在住の研究者をセミナーの講演者と聴講者に招
く機会も増えている．

Education and research of graduate students
Faculty members at the Earthquake Research Institute (ERI) 

participate in education by teaching classes and supervising 
students in the University of Tokyo Graduate School of Sciences 
(Earth and Planetary Science), Graduate School of Engineering 
(Civil Engineering and Architecture), Graduate School of 
Interdisciplinary Information Studies, and Graduate School of 
Information Science and Technology (Mathematical Informatics). 
Some of the foreign students at ERI also attend the Global Science 
Graduate Course (GSGC). ERI also accepts research students of its 
own to provide education equivalent to that taken by the graduate 
students. Additionally, ERI accepts research fellows under the 
Japan Society for Promotion of Science (JSPS) fellowship program, 
foreign research fellows, and research students from private or 
governmental institutions.

Education at College of Arts and Sciences of University of 
Tokyo

ERI faculty members join education at the University of Tokyo 
College of Arts and Sciences at the Komaba campus by providing 
lectures and seminar-type classes for freshmen and sophomores. 
Especially, the faculties provide opportunities for the students to 
experience field work and related research on earth science.

“Danwakai” and Friday Seminars
ERI holds a “Danwakai”, a monthly meeting where members 

present their most recent academic and technical achievements, 
every third Friday of the month. Danwakai is open to the public. On 
some other Fridays, researchers from outside ERI are invited to give 
lectures on up-to-date academic topics. Because of the COVID-19 
pandemic, since April 2020, Danwakai and other seminars have 
been held online or hybrid.This situation makes it easier to invite 
overseas  scientists as speakers and listeners for the seminars.  
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資料
Data

在籍者数　（令和７年４月１日現在） Number of Permanent Staff (As of April 1st, 2025)

教　　　授　　Professors   24人
准　教　授　　Associate Professors   24人
助　　　教　　Assistant Professors   23人
一 般 職 員　　Technical and Administrative Associates   42人
合　　　計　　Total 113人

支出額　  Yearly Expenditure （単位：千円 thousand Yen）

年度 人件費 物件費 計 科研費 受託研究等 寄附金 合計

Fiscal Year Personnel Educational Sub total
Scientific 
Research 

Grant

Funded 
Research Grants Total

平成26年度　2014FY 1,307,719 1,928,646 3,236,365 304,732 1,116,193 41,589 4,698,879
平成27年度　2015FY 1,378,081 1,978,596 3,356,677 356,207 1,280,115 29,569 5,022,568
平成28年度　2016FY 1,252,437 1,382,450 2,634,887 478,994 1,406,634 35,190 4,555,705
平成29年度　2017FY 1,222,891 1,281,985 2,504,877 377,652 1,172,235 9,780 4,064,544
平成30年度   2018FY 1,347,333 1,193,588 2,540,921 403,549 1,168,775 28,995 4,142,240
令和元年度   2019FY 1,149,013 1,265,047 2,414,060 413,924 1,040,839 28,206 3,897,029
令和２年度   2020FY 1,268,034 1,154,453 2,422,487 270,989 660,650 9,686 3,363,812
令和３年度   2021FY 1,133,531 1,399,635 2,533,166 270,911 502,405 14,326 3,320,808
令和４年度   2022FY 1,229,253 1,168,374 2,397,627 202,993 457,329 29,554 3,087,503
令和５年度   2023FY 1,206,793 1,363,968 2,570,760 282,728 607,902 16,760 3,478,150

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので，端数において合計とは一致しないものがあります．
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歴代所長
Directors of the Earthquake Research Institute

末　広　恭　二＊	 （大正14.11.14 ～昭和 7. 4. 8）
石　本　巳四雄＊	 （昭和 7. 4. 9 ～昭和 8. 5. 5）
石　本　巳四雄	 （昭和 8. 5. 6 ～昭和14. 5.14）
寺　沢　寛　一	 （昭和14. 5.15 ～昭和17. 1.31）
妹　沢　克　惟	 （昭和17. 2. 1 ～昭和19. 4.23）
津　屋　弘　逵＊	 （昭和19. 4.24 ～昭和20. 2.10）
津　屋　弘　逵	 （昭和20. 2.11 ～昭和28. 2.10）
那　須　信　治	 （昭和28. 2.11 ～昭和35. 3.31）
高　橋　龍太郎	 （昭和35. 4. 1 ～昭和38. 3.31）
河　角　　　廣	 （昭和38. 4. 1 ～昭和40. 3.31）
萩　原　尊　禮	 （昭和40. 4. 1 ～昭和42. 3.31）
水　上　　　武	 （昭和42. 4. 1 ～昭和43.11.13）
森　本　良　平＊	 （昭和43.11.14 ～昭和43.12.10）
森　本　良　平	 （昭和43.12.11 ～昭和45.11.24）
力　武　常　次＊	 （昭和45.11.25 ～昭和45.12.10）
力　武　常　次	 （昭和45.12.11 ～昭和46. 9.28）
大　沢　　　胖＊	 （昭和46. 9.29 ～昭和46.10.20）
宇佐美　龍　夫＊	 （昭和46.10.21 ～昭和46.11.15）
宇佐美　龍　夫	 （昭和46.11.16 ～昭和48. 7.21）
坪　川　家　恒＊	 （昭和48. 7.22 ～昭和48. 7.31）
坪　川　家　恒	 （昭和48. 8. 1 ～昭和50. 7.31）
大　沢　　　胖	 （昭和50. 8. 1 ～昭和52. 7.31）
梶　浦　欣二郎	 （昭和52. 8. 1 ～昭和54. 7.31）
笠　原　慶　一	 （昭和54. 8. 1 ～昭和56. 7.31）

下　鶴　大　輔	 （昭和56. 8. 1 ～昭和58. 7.31）
嶋　　　悦　三	 （昭和58. 8. 1 ～昭和60. 7.31）
宇　津　徳　治	 （昭和60. 8. 1 ～昭和63. 3.31）
茂　木　清　夫	 （昭和63. 4. 1 ～平成 2. 3.31）
伯　野　元　彦	 （平成 2. 4. 1 ～平成 4. 3.31）
行　武　　　毅	 （平成 4. 4. 1 ～平成 5. 3.31）
深　尾　良　夫	 （平成 5. 4. 1 ～平成 7. 3.31）
深　尾　良　夫	 （平成 7. 4. 1 ～平成 9. 3.31）
藤　井　敏　嗣	 （平成 9. 4. 1 ～平成11. 3.31）
藤　井　敏　嗣	 （平成11. 4. 1 ～平成13. 3.31）
山　下　輝　夫	 （平成13. 4. 1 ～平成15. 3.31）
山　下　輝　夫	 （平成15. 4. 1 ～平成17. 3.31）
大久保　修　平	 （平成17. 4. 1 ～平成19. 3.31）
大久保　修　平	 （平成19. 4. 1 ～平成21. 3.31）
平　田　　　直	 （平成21. 4. 1 ～平成23. 3.31）
小屋口　剛　博	 （平成23. 4. 1 ～平成25. 3.31）
小屋口　剛　博	 （平成25. 4. 1 ～平成27. 3.31）
小　原　一　成	 （平成27. 4. 1 ～平成29. 3.31）
小　原　一　成	 （平成29. 4. 1 ～平成31. 3.31）
佐　竹　健　治	 （平成31. 4. 1 ～令和 3. 3.31）
佐　竹　健　治	 （令和 3. 4. 1 ～令和 5. 3.31）
古　村　孝　志	 （令和 5. 4. 1 ～令和 7. 3.31）
古　村　孝　志	 （令和 7. 4. 1 ～）

（＊所長事務取扱）

年表
Chronology

年    Year
大正14年　1925 地震研究所創立  Establishment of ERI

昭和 2年　1927 筑波山支所設置  Tsukubasan Branch （1964年筑波地震観測所，2024年廃止して観測点へ  1964 Renamed as 
Tsukuba Seismological Observatory, and 2024 closed and became a seismic station）

昭和 3年　1928

三鷹村支所設置  Mitakamura Branch （1967年理学部へ用途変更  1967 Transferred to the Faculty of Science for 
change of use）
本庁舎（旧本館）完成  New headquarters building in Hongo campus （1965年新館（現在の２号館）へ全て移転  
1965 Moved to a new building in Yayoi campus（current Building 2））

昭和 7年　1932 駒場支所設置  Komaba Branch （1945年戦災にて焼失  1945 Burnt down in the war）
昭和 9年　1934 浅間山支所設置  Asamayama Branch （1964年浅間火山観測所へ  1964 Renamed as Asama Volcano Observatory）
昭和16年　1941 江の島津波観測所設置  Enoshima Tsunami Observatory （2006年廃止  2006 Closed）

昭和22年　1947 油壺地殻変動観測所設置  Aburatsubo Geophysical Observatory （1976年観測坑と本館を新営  1976 Observation 
tunnel and main building newly constructed）

昭和24年　1949 松山地殻変動観測所設置  Matsuyama Geophysical Observatory （1998年廃止  1998 Closed）
昭和27年　1952 間瀬地殻変動観測所設置  Maze Geophysical Observatory （1973年廃止  1973 Closed）

昭和30年　1955
小諸支所設置  Komoro Branch （1964年小諸火山化学研究施設，2010年小諸地震火山観測所へ  1964 Renamed as 
Komoro Observatory of Volcano-Chemistry, and 2010 Renamed as Komoro Observatory of Seismology and Vol-
canology）

昭和34年　1959

鋸山地殻変動観測所設置  Nokogiriyama Geophysical Observatory （1993年１㎞南の鋸山山麓に移転  1993 Moved 
to the foot of Mt. Nokogiri, １km south）
伊豆大島地磁気観測所設置  Izu-Oshima Geoelectromagnetic Observatory （1984年伊豆大島火山観測所へ統合  1984 
Integrated into the Izu-Oshima Volcano Observatory）
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昭和35年　1960 伊豆大島津波観測所設置  Izu-Oshima Tsunami Observatory （1984年伊豆大島火山観測所へ統合  1984 Integrated 
into the Izu-Oshima Volcano Observatory）

昭和38年　1963 新館（現在の２号館）の第一期工事竣工（４期にわたる工事を経て1970年完成）  Completed the first phase of con-
struction of the new headquarters building（current Building 2）．1970 Completed four phases of construction

昭和39年　1964
霧島火山観測所設置  Kirishima Volcano Observatory
和歌山微小地震観測所設置  Wakayama Seismological Observatory （1978年新庁舎に移転，1994年和歌山地震観測
所へ  1978 Moved to a new building, and 1994 Renamed its Japanese name）

昭和40年　1965

白木微小地震観測所設置  Shiraki Seismological Observatory （1983年広島市内に新庁舎を開設，1994年広島地震
観測所へ  1983 New office building was opened in Hiroshima City, and 1994 became the Hiroshima Seismological 
Observatory）
強震計観測センター設置  Strong Earthquake Motion Observation Center

昭和41年　1966
弥彦地殻変動観測所設置  Yahiko Geophysical Observatory （2023年廃止  2023 Closed）
堂平微小地震観測所設置  Dodaira Seismological Observatory （1994年堂平地震観測所，2023年廃止して観測点へ  
1994 Renamed its Japanese name, and 2023 closed and became a seismic station）

昭和42年　1967
地震予知観測センター設置  Earthquake Prediction and Observation Center
北信微小地震・地殻変動観測所設置  Hokushin Geophysical Observatory （1985年信越地震観測所へ  1985 became 
the  Shin-etsu Seismological Observatory）

昭和43年　1968 柏崎微小地震観測所設置  Kashiwazaki Seismological Observatory （1985年信越地震観測所へ統合  1985 Integrated 
into the  Shin-etsu Seismological Observatory）

昭和44年　1969 富士川地殻変動観測所設置  Fujigawa Geophysical Observatory

昭和45年　1970 八ヶ岳地磁気観測所設置  Yatsugatake Geomagnetic Observatory （1994年八ヶ岳地球電磁気観測所へ  1994 Re-
named as Yatsugatake Geo-electromagnetic Observatory）

昭和54年　1979 １センターを改組  地震予知観測情報センター（地震予知観測センターの転換）  Re-organization 1 center.  Earth-
quake Prediction, Observation & Information Center

平成 6年　1994

全国共同利用研究所となる４部門・６センター施設に改組  地球流動破壊部門・地球ダイナミクス部門・地球計測
部門・地震火山災害部門・地震予知研究推進センター・地震地殻変動観測センター・地震予知情報センター・火山
噴火予知研究推進センター・八ヶ岳地球電磁気観測所・江の島津波観測所（第１地震研究部，第２地震研究部，地
球物理研究部，地質研究部，火山研究部，地震動災害研究部，地震予知観測情報センター，強震計観測センター，
地震観測所，微小地震観測所，津波観測所，地殻変動観測所，地磁気観測所，火山観測所・火山化学研究施設の転換）   
Re-organization to a shared institute with 4 divisions and 6 centers & facilities.  Division of Earth Mechanics, Di-
vision of Global Dynamics, Division of Monitoring and Computational Geoscience, Division of Disaster Mitigation 
Science, Earthquake Prediction Research Center, Earthquake Observation Center, Earthquake Information Cen-
ter, Volcano Research Center, Yatsugatake Geo-electromagnetic Observatory, Enoshima Tsunami Observatory

平成 7年　1995 室戸地殻変動観測所設置  Muroto Geophysical Observatory

平成 9年　1997 海半球観測研究センター発足  Ocean Hemisphere Research Center
テレメータ棟（３号館）竣工  Telemeter building（current Building 3）

平成18年　2006 新館（１号館）竣工  New headquarters building（Buildging 1）

平成21年　2009
２センターを改組  地震火山噴火予知研究推進センター・火山噴火予知研究センター（地震予知研究推進センター・
火山噴火予知研究推進センターの転換）  Re-organization two centers. Coordination Center for Prediction Research 
of Earthquakes and Volcanic Eruptions & Volcano Research Center

平成22年　2010

全国共同利用・共同研究拠点となる４部門，７センターに改組  数理系研究部門・地球計測系研究部門・物質科学
系研究部門・災害科学系研究部門，地震予知研究センター・火山噴火予知研究センター・海半球観測研究センター・
高エネルギー素粒子地球物理学研究センター・地震火山噴火予知研究推進センター・観測開発基盤センター・地
震火山情報センター  Re-organization to a Joint Usage/ Research Center with 4 divisions and 7 research centers.  
Division of Theoretical Geoscience, Division of Monitoring Geoscience, Division of Earth and Planetary Materials 
Science, Division of Disaster Mitigation Science, Earthquake Prediction Research Center, Volcano Research Cen-
ter, Ocean Hemisphere Research Center, Center for High Energy Geophysics Research, Coordination Center for 
Prediction Research of Earthquake and Volcanic Eruptions, Center for Geophysical Observation and Instrumen-
tation, Earthquake and Volcano Information Center

平成24年　2012 巨大地震津波災害予測研究センター発足  Research Center for Large-Scale Earthquake, Tsunami and Disaster  
（2019年に計算地球科学研究センターに改組  2019 Renamed as Research Center for Computational Earth）

令和 6年　2024

３センターを改組  地震火山研究連携センター・観測開発研究センター・日本列島モニタリング研究センター（地
震火山噴火予知研究推進センター・観測開発基盤センター・地震火山情報センターの転換）  Re-organization 3 cen-
ters. Collaboration Center for Earthquake and Volcano Research, Research Center for Geophysical Observation 
and Instrumentation, Research Center for Monitoring Japan Arc

令和 7年　2025 １センターを改組  地震発生予測研究センター（地震予知研究センターの転換）  Re-organization 1 center. Research 
Center for Earthquake Forecast
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⑤

⑦

⑪

⑩

⑧⑨
⑫

○は1996 年1月から2011年 8月までの地震の震央を表す．
色は震源の深さを表す．赤▲は活火山を示す．
Circles indicate epicenters of the earthquakes from Jan 
1996 to Aug.2011.
Colors mean depth of the earthquakes. Red triangles 
denote positions of active volcanoes.

⑨

⑥

③

④

地震研究所が展開する観測所
Observatory Facilities Operated by ERI

1　油壺地殻変動観測所1　油壺地殻変動観測所
　Aburatsubo Geophysical Observatory　Aburatsubo Geophysical Observatory
2　鋸山地殻変動観測所2　鋸山地殻変動観測所
　Nokogiriyama Geophysical Observatory　Nokogiriyama Geophysical Observatory
3　和歌山地震観測所3　和歌山地震観測所
　Wakayama Seismological Observatory　Wakayama Seismological Observatory
4　広島地震観測所4　広島地震観測所
　Hiroshima Seismological Observatory　Hiroshima Seismological Observatory
5　信越地震観測所5　信越地震観測所
　Shin-etsu Seismological Observatory　Shin-etsu Seismological Observatory
6　富士川地殻変動観測所6　富士川地殻変動観測所
　Fujigawa Geophysical Observatory　Fujigawa Geophysical Observatory
7　室戸地殻変動観測所7　室戸地殻変動観測所
　Muroto Geophysical Observatory　Muroto Geophysical Observatory
8　浅間火山観測所8　浅間火山観測所
　Asama Volcano Observatory　Asama Volcano Observatory
9　小諸地震火山観測所9　小諸地震火山観測所
　Komoro Observatory of Seismology and Volcanology　Komoro Observatory of Seismology and Volcanology

10　伊豆大島火山観測所10　伊豆大島火山観測所
　Izu-Oshima Volcano Observatory　Izu-Oshima Volcano Observatory

11　霧島火山観測所11　霧島火山観測所
　Kirishima Volcano Observatory　Kirishima Volcano Observatory

12　八ヶ岳地球電磁気観測所12　八ヶ岳地球電磁気観測所
　Yatsugatake Geo-electromagnetic Observatory　Yatsugatake Geo-electromagnetic Observatory

観測所の位置
Locations of Observatory Facilities
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地震研究所が展開する海域常設観測点
Seafloor Cabled Observatories operated by ERI

三陸沖光ケーブル式海底地震・津波観測システム 
The seismic and tsunami observation systems using seafloor optical fiber off Sanriku

東京大学地震研究所は，1993年に海底ケーブル式システ
ムを用いた観測を開始しました．初めての光ケーブルを用い
た地震観測システムを1993年に伊豆半島東方沖に設置しまし
た．1996年には光ケーブル海底地震・津波観測システムを三
陸沖に設置しました．このシステムは，2011年東北沖地震の
観測を行いました．インターネット技術を用いた海底ケーブ
ル式観測システムを開発し2010年に日本海新潟県粟島付近に
初めて設置しました．このシステムは，システムの冗長性に

◀�三陸沖光ケーブル式海底地震・津波観測システムの位置．赤丸と緑三角が，1996年
に設置された地震計と津波計の位置を，それぞれ示します．白丸は，2015年に設置
した新システムの観測点位置です．
　�Position of the seismic and tsunami observation system using seafloor optical fiber off 

Sanriku. Red circles and green triangles show positions of seismometers and tsnami-
meters of the first system, respectively. White circles denote positions of observation 
nodes in the new system deployed in 2015. Lines show the cable routes.

三陸沖光ケーブル式海底地震・津波観測システムの陸上局（釜石市）．
2013年に再建されました．
The landing station for the seismic and tsunami observation system 
using seafloor optical fiber off Sanriku (Kamaishi, Iwate Prefecture) 
reconstructed in 2013.

▶

◀�陸揚げ付近における海底ケーブルの設置
状況．ケーブルは保護管内に設置されて
います．
　�Photograph of the cable of the seismic 

and tsunami observation system on 
seafloor close to the coast. The cable is 
protected by an iron tube.

伊豆半島東方沖光ケーブル式海底地震観測システム
The seismic observation system using seafloor optical fiber off the east coast of the Izu peninsula

日本海粟島南西沖海底地震観測システム
The seismic observation system using seafloor optical fiber southwest off Awashima in Japan Sea

よる信頼性確保，最新半導体技術による小型化を行ったこと
が特徴です．さらに，三陸沖における観測の強化・システム
更新のために，インターネット技術を用いた光ケーブル式海
底地震・津波観測システムを2015年に設置しました．また，
1996年に設置した観測システムおよび日本海における観測シ
ステムでは，データ伝送用に用意された海底ケーブルを利用
し，光ファイバセンシング技術による新しい地震観測の開発
も行っています．

三陸沖光ケーブル式海底地震・津波観測システムの陸上局舎内．この写
真では，従来の地震計による観測装置（右）に加えて，光ファイバセン
シング技術による地震観測装置（左）が設置されています．
The inside of the landing station for the seismic and tsunami observation 
system. Observation systems for ordinary seafloor seismometers (right) 
and optical fiber sensing (left) were installed at this time. 

▶

伊豆半島東方沖光ケーブル式海底地震観測システムの位置．赤丸が地震計の
位置を示します．
Position of the seismic observation system using seafloor optical fiber off the 
east coast of the Izu peninsula. Red circles show positions of seismometers.

日本海粟島南西沖海底地震観測システムの位置．赤丸が地震計の位置を示しま
す．光ファイバセンシング技術による地震観測の開発も実施しています．
Position of The seismic observation system using seafloor optical fiber southwest 
off Awashima in Japan Sea. Red circles show positions of seismometers. 
Observation using the optical fiber sensing technology is sporadically performed.



アクセスマップ
Access to ERI

地震研究所は，東大本郷キャンパスに属していますが，安田講堂などのあるキャン
パス中央とは別の街区にあり，徒歩で約10分離れています．
農学部からは，グラウンド脇の構内通路（徒歩，自転車のみ）が利用できますが，
地下鉄でお越しの場合は農学部を通らず，外の道路（点線のルート）を経由される
ことをお勧めします．

最寄駅　　地下鉄　　千代田線「根津」１番出口　徒歩10分
　　　　　　　　　　南北線「東大前」１番出口　徒歩５分

10 min. walk from Nezu Station (Exit 1), Subway Chiyoda Line
5 min. walk from Todai-mae Station (Exit 1), Subway Nanboku Line

令和７年（2025年）７月発行

編集発行：東京大学地震研究所
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東京都文京区弥生１丁目１番１号
電話（03）5841－2498
ホームページ：https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/


